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次期プランにおける重点分野の取組概要

 次期プラン第１次素案で提示した「めざすとちぎの将来像（案）」の実現に向け、５つの分野（柱）を設定

 各分野において、今後５年間で部局横断的に取り組む重点プロジェクト等を想定

 各プロジェクトには、数値目標（ＫＰＩ）を設定し、重点的取組の成果検証等を行いながら、次期プランの着実な推進を図る

 次期プランの推進における新たな視点として「デジタル化」「ＳＤＧｓ」「新たな日常」を設定

 なお、重点プロジェクトや具体の取組内容については、今後、施策展開の方向性も含め、県議会、懇談会等の意見を踏まえ調整予定

重点分野の構成のポイント

第１部 重点分野の構成

第２部 重点プロジェクト等の推進に向けた取組

１ 人材育成分野 ２ 産業・成長分野 ３ 健康長寿・共生分野

４ 安全・安心分野 ５ 地域・環境分野

とちぎの未来を担う人材育成プロジェクト

笑顔輝く子ども・子育て支援プロジェクト

スポーツ推進、歴史・文化芸術振興プロジェクト

とちぎの明日を創る産業成長プロジェクト

活力ある農林業実現プロジェクト

国際戦略推進プロジェクト

人生１００年健康いきいきプロジェクト

生涯安心医療・介護プロジェクト

多様な人材活躍推進プロジェクト

危機対応力強化プロジェクト

県土強靱化プロジェクト

暮らしの安全・安心向上プロジェクト

魅力あふれるふるさとづくりプロジェクト

暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト

環境にやさしい持続可能な地域づくりプロジェクト

観光立県躍進プロジェクト

誰一人取り残さない地域共生社会づくりプロジェクト

未来技術を活用した新しいとちぎづくりプロジェクト

１５戦略や分野別計画との
一体的推進

行財政基盤の確立多様な主体との協働 市町との連携

１

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う社会経済や県民生活への影響等を十分踏まえ、記載を調整予定

新型コロナウイルス感染症への対応



 新たな日常の中で「確かな学力」「豊かな人間性」「ふるさとを愛する心」を育み、一人ひとりが夢や希望をかなえ、あらゆる場で活躍するたくましい人づくりを推
進

 若い世代が結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえるため、家庭や保育所、学校に加え、社会全体で子どもたちを育てる環境づくりを推進

 いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会の開催を契機として、県民一人ひとりのスポーツ活動に対する意欲・関心を高めるとともに、すべての県民が生涯を通してスポー
ツに親しむことができる環境の整備や、国体等の後も引き続き本県の競技スポーツを支える人材の育成に取り組むなど、スポーツを通じた人づくりを推進

 とちぎの貴重な財産である歴史や文化を守り、新たな魅力や価値を創造し、次代に引き継ぐため、誰もが文化芸術に親しみ、参画することができる環境づくりの推進

施策展開の基本的方向

重 点 分 野 １ 人 材 育 成

とちぎの未来を担う人材育成プロジェクト

次代を担うたくましい人材が育ち、あらゆる場で活躍する「とちぎ」の実現に向け、３つのプロジェクトを重点的に推進

凡例：○重点的取組

笑顔輝く子ども・子育て支援プロジェクト スポーツ推進、歴史・文化芸術振興プロジェクト

■確かな学力と豊かな人間性、ふるさととちぎを愛す
る心の育成
○学力向上の推進
○自他を大切にする豊かな人間性を育む指導体制の
充実 など

■一人ひとりの個性を伸ばし、多様なニーズに対応
した教育の推進

○児童生徒の多様なニーズに対応した個性を伸ばすきめ
細かな教育の推進
○様々な分野でグローバルに活躍できる人材の育成
など

■地域等との連携・協働などによる特色ある学校教育
の推進

○学校・家庭・地域の連携による地域とともにある学校づく
りの推進
○各学校がもつ魅力や特色の更なる充実 など

■ＩＣＴを活用した新たな学びの推進と新しい時代
に対応した学校指導体制の整備

○デジタル化の進展等を踏まえた学校ＩＣＴ環境の整備
○教員のＩＣＴ活用指導力向上等の推進 など

■デジタル化に対応した人づくり
○児童生徒の情報活用能力の向上など、新しい時代に求
められる資質･能力の育成 など

■結婚支援の充実

○ＩＣＴの活用等による結婚を望む若い世代がより多くの

出会いの機会を得られる環境づくりの推進

○結婚を前向きにとらえる意識の醸成に向けた積極的な

情報発信 など

■妊娠・出産、子育て支援

○若い世代に対する妊娠・出産に関する教育や不妊治

療等への支援

○産前から産後までの総合的な母子保健サービスの促

進・支援

○子育て世帯の多様なニーズに対応するための市町が

提供する教育・保育サービス等への支援 など

■貧困や虐待などの問題からすべての子どもを守り、

支援する環境づくり

○貧困や児童虐待などの問題から子どもを守り、健やか

に成長できる環境づくり

○家庭環境に関わらず、すべての子どもが地域の中で見

守られ、子どもが安心して育っていく体制づくりの推進

など

■子どもの体力向上や、スポーツによる健やかな体

づくり

○子どもの体力向上

○すべての県民がスポーツに親しみやすい環境整備の

推進 など

■いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を通じた人づく

り

○県民総参加によるいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会の

開催

○国体等終了後も高い競技力を確保する指導者の育成

やスポーツ通じた地域の人材育成の推進 など

■とちぎの歴史や文化芸術を通じて地域を支える人

づくり

○とちぎの歴史・文化への理解促進や文化財の保存・

活用の推進

○地域における多様な主体の参画による文化芸術活動の

促進 など

２



 本県産業の持続的な発展に向け、未来技術を活用した次世代産業の創出・育成、サービス産業等の発展支援、ものづくり産業の戦略的な振興及び企業誘致を推進

 地域経済を支える中小企業等の持続可能な経営を支援するとともに、産業人材の育成や雇用の創出・確保を促進

 農林業への未来技術の導入により生産性の向上を図り、若者や女性等が担い手としての魅力を感じることができる収益力の高い産業構造の実現

 優れた歴史遺産や豊かな自然等の観光資源、東京圏に近接する等の強みを生かした、魅力ある観光地づくりや観光誘客の推進

 外国人観光客の誘客強化、県内企業の海外展開支援、国際交流・協力の促進、農産物等県産品の輸出促進など、国際化に係る施策を一体的かつ戦略的に展開

施策展開の基本的方向

とちぎの明日を創る産業成長プロ
ジェクト

魅力ある多彩な産業が活力にあふれ、豊かさに満ちる「とちぎ」の実現に向け、４つのプロジェクトを重点的に推進

凡例：○重点的取組

重 点 分 野 ２ 産 業 ・ 成 長

活力ある農林業実現プロジェクト 観光立県躍進プロジェクト 国際戦略推進プロジェクト

■次世代産業の創出・育成
○ＡＩ、ＩｏＴ、ロボットなど未来技術を活用し
た、新たな製品・サービスを提供する次世
代産業の創出・育成の促進
○企業における未来技術の導入・利活用
への支援 など

■サービス産業等中小企業・小規模事
業者の発展支援
○ スタートアップ企業など、新たな雇用の
受け皿となる魅力ある企業の創出 など

■ものづくり産業の戦略的な振興

○自動車、航空宇宙、医療福祉機器（戦略
３産業）への重点的な支援
○ＡＩ・ＩｏＴ・ロボット、光学、環境・新素材
（未来３技術）の新技術開発や戦略３産業
等への活用の促進
○フードバレーとちぎの更なる推進 など

■企業立地・定着の促進

○市町等との連携による、企業に魅力ある
産業団地の整備
○本県の立地環境の優位性を生かした戦
略的な企業誘致の推進 など
■産業人材の確保・育成
○企業ニーズに応じた技術・技能を習得し
た人材の育成
○県内企業における人材確保の支援 など

■新規就業の促進など次代の農林業を拓

く担い手の確保・育成

○県内外・異業種からの新規就業の促進

○女性農業者等多様な人材が活躍できる

環境づくりの推進

○地域の農業を持続的に支える営農シス

テムの構築 など

■スマート農業の加速化やブランド力の

強化など、成長産業として持続的に発

展する農業の確立

○スマート農業の加速化

○競争力のある経営体の育成、生産基盤

の強化

○本県農産物のブランド力の強化 など

■スマート林業の推進など未来技術を活

用した林業・木材産業の進化・成長

○スマート林業の推進

○県産材の安定的な供給体制の構築と

様々な分野への木材用途の拡大 など

■選ばれる観光地づくりの推進

○地域の観光振興を支える人材の確保・育

成

○「体験型観光」の環境整備 など

■観光客受入態勢の整備

○本県を訪れる観光客の利便性や満足度

向上に向けたオールとちぎによる受入態

勢の整備

○「新しい生活様式」に対応した安全・安心

に観光できる受入態勢の整備 など

■国内観光客の誘客強化

○「新しい生活様式」に対応した宿泊モデル

の推進

○DCレガシーの活用や 国体等を見据えた

集中的なプロモーションの展開

○デジタルメディア等の活用によるターゲット

を定めた情報発信 など

■外国人観光客の誘客強化

○デジタルツール等の様々な媒体を駆使

した、県内観光資源の魅力のＰＲ

○「新しい生活様式」への対応など、外国

人観光客が安心・快適に観光を楽しめる

受入環境の整備 など

■県内企業の海外展開支援

○県内企業が海外の販路開拓・拡大に取

り組むための支援

○グローバル人材の確保・育成 など

■国際交流・協力の促進

○様々な国や地域との教育や文化など多

様な交流の推進

○国際社会が協調して取り組む課題の解

決に向けた県民の国際感覚の醸成 など

■農産物等県産品の輸出促進

○県産品の積極的な輸出に取り組む産地や

事業者等の取組への支援

○「新しい生活様式」に対応する手法を用

いた情報発信や販売促進 など

３



 すべての県民一人ひとりが若い頃から高い意識と正しい知識を身につけ、運動習慣を日常的に取り入れるなど、健康的な生活習慣を実践できる環境づくりの推進

 感染症等の発生にも備えながら、生涯にわたって健康に暮らすことができる、地域の実情に応じた医療提供体制等の充実

 女性、若者、高齢者、障害者、外国人などすべての人が、新たな日常に対応し、それぞれのライフスタイルに合わせながら、あらゆる場面で活躍できる社会環境の整
備の推進

 子どもや高齢者、障害者、外国人など、すべての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合い、誰もが社会で活躍し、快適に安心して生活できる環境づくり
の推進

施策展開の基本的方向

人生１００年健康いきいきプロジェ
クト

いつまでも健康で、誰もがいきいきと暮らせる「とちぎ」の実現に向け、４つのプロジェクトを重点的に推進

凡例：○重点的取組

重 点 分 野 ３ 健 康 長 寿 ・ 共 生

生涯安心医療・介護プロジェクト 多様な人材活躍推進プロジェクト 誰一人取り残さない地域共生社会づ
くりプロジェクト

■いつまでも元気に暮らせるからだと

こころの健康づくりの推進

○誰もが生きいき暮らすことができる地域

社会の実現に向けた社会的機運の醸成

○健康づくりの基本となる食生活や喫煙、

飲酒などの生活習慣の改善・維持、日

頃からの運動習慣の定着に取り組める

社会環境づくり

○こころの健康に関する普及啓発や環境

づくり など

■疾病の予防・早期発見の促進

○がんや生活習慣病、歯・口腔の疾病な

どの予防や重症化の防止のため、早期

発見や早期治療を推進 など

■感染症等の発生にも備えた地域医療

提供体制の整備・充実

○医療従事者の確保・定着

○医療需要に沿った地域医療提供体制

の整備

○新たな感染症の発生に対応する病床や検

査体制の確保、医療資源等の充実を推進

など

■がんや生活習慣病等の治療が必要な

方のライフステージ等に応じたきめ細

かな支援

○がん患者等が安心して治療に取り組め

るよう、ライフイベントや仕事の両立等に

対応した治療や生活への支援 など

■地域包括ケアシステムの推進

○高齢者が住み慣れた地域で健やかに

安心して暮らすための総合的な介護予防

の推進

○市町における在宅医療・介護連携に向け

た支援

○介護サービスを支える人材の育成・確保

など

■あらゆる分野における女性活躍の推進

○あらゆる分野で女性が活躍するための

環境づくり

○職業生活における女性活躍の推進

など

■若者・高齢者・障害者・外国人の活躍

に向けた環境づくりの推進

○年齢や障害の有無等を問わず、誰もがあ

らゆる場面で活躍できる社会環境づくりや

就業等の支援体制の充実

○新たな担い手である外国人材が働きやす

く暮らしやすい環境づくりの促進 など

■多様で柔軟な働き方とワーク・ライ

フ・バランスの推進

○テレワークの普及促進など多様で柔軟な

働き方の定着促進 など

■誰もが安心して暮らすことができる

環境づくり

○年齢や障害の有無に関わらず誰もが生き

がいと暮らしやすさを感じられる地域社会

の実現

○障害者等が必要な支援を受けながら、住

み慣れた地域で安心して暮らせる環境づく

り

○ユニバーサルデザインのまちづくり

○性の多様性を認め合う意識の醸成

など

■多文化共生の推進

○多文化共生に対する県民意識の醸成や

外国人支援を担う人材育成

○市町や関係団体等と連携した外国人の

地域社会への参画の促進 など

４



 大規模な自然災害や感染症等の発生に備えるため、自助・共助・公助等の連携によるソフト対策を充実・強化することにより、県民一人ひとりの防災・防疫意識を高

めるとともに、災害等の危機事象に強い地域社会を構築

 頻発化・激甚化する自然災害から県民の「命」や「財産」はもとより、日々の「暮らし」や「なりわい」を守るため、社会資本の整備・保全などのハード対策を計画

的に推進することにより、ソフト対策との両面から災害に強い県土を構築

 交通事故や犯罪などの危険に対し、県民が意識を高め自ら身を守るとともに、地域が一体となって県民を守ることにより、安心して穏やかに暮らせる県民生活を確保

施策展開の基本的方向

重 点 分 野 ４ 安 全 ・ 安 心

危機対応力強化プロジェクト

強くしなやかで、安全・安心を実感する「とちぎ」の実現に向け、３つのプロジェクトを重点的に推進

凡例：○重点的取組

県土強靱化プロジェクト 暮らしの安全・安心向上プロジェクト

■防災意識の高揚や適切な避難行動の促進

○防災意識の高揚を図るための防災教育の推進

○ICTの活用等による防災情報発信の充実 など

■地域防災力の充実・強化

○市町と連携した自主防災組織等の活動促進

○地域防災を支える担い手の確保・育成 など

■災害から県民や地域を守る体制の充実・強化

○高齢者や障害者等に配慮した避難所の環境づくり

○市町等の自治体や医療機関・民間企業等との連携・協

力体制の充実・強化 など

■災害に強く県民の命と暮らしを守る社会資本の整

備推進

○令和元年東日本台風による被災箇所の早期復旧

○流域全体で行う総合的な流域治水対策

○森林の適切な整備・保全による災害に強い森づくりの

推進

○安定的な輸送を支える広域道路網等の充実・強化

○「地域の守り手」となる建設業の担い手の確保・育成

など

■社会資本の老朽化対策の推進

○適正な維持管理と計画的な修繕等による長寿命化対

策 など

■交通安全意識の高揚と交通事故抑止対策の強化

○関係機関や団体等との連携・協力による地域や世代の

実情に応じた各種啓発活動や各種事故抑止対策の推

進

○通学路等の歩道整備の推進 など

■犯罪の未然防止・検挙による安全な地域づくり

○多様化・巧妙化する犯罪の脅威から県民を守るための

一人ひとりの自主防犯意識の高揚

○住民や関係機関等との連携・協力による、犯罪の未然

防止や検挙 など

■安全・安心な消費生活の確保

○消費生活被害の未然防止や拡大・再発防止

○食品等事業者の自主衛生管理を推進などによる食へ

の安全・安心の確保 など

５



 ふるさととちぎへの愛着や誇りを醸成するとともに、東京オリンピック・パラリンピックやいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会等、様々な機会をとらえ、とちぎの魅

力を発信し、住みたくなるとちぎを創出

 都市機能地域の特性に応じた機能が集積したコンパクトな拠点の形成や公共交通サービスの確保・充実による暮らしやすい「まち」づくりの推進

 省エネや資源循環の推進などによる環境負荷の軽減、豊かな自然環境の保護・活用による持続可能なとちぎの形成

 地域課題の解決に向けた多様な主体の連携・協働による様々な分野への未来技術の活用、デジタル人材の確保・育成の推進

施策展開の基本的方向

魅力あふれるふるさとづくりプロ
ジェクト

誇れる地域・豊かな自然を未来につなぐ「とちぎ」に向け、４つのプロジェクトを重点的に推進

凡例：○重点的取組

重 点 分 野 ５ 地 域 ・ 環 境

暮らしやすい「まち」づくりプロ
ジェクト

環境にやさしい持続可能な地域づく
りプロジェクト

未来技術を活用した新しいとちぎづ
くりプロジェクト

■とちぎへの愛着や誇りの醸成

○自分の住む地域の良さや本県の豊かな

自然、歴史、文化、産業等 について若

い世代が理解を深める機会の提供

○メディア等を活用した本県の魅力の紹介

など

■関係人口など新たな人の流れの創出や

豊富な地域資源を生かした地域振興の

促進

○将来的な移住にもつながる「関係人口」

の創出

○各種スポーツイベントや文化など、地域

の魅力や資源を生かした地域活性化の促

進 など

■日常生活地域の特性に応じた必要な機

能等を集約したコンパクトな拠点の形成

○市街地部において快適・便利で暮らしや

すいコンパクトなまちの形成

○中山間地域等の集落機能等を維持する

「小さな拠点」の形成に取り組む市町への

支援 など

■公共交通サービスの確保・充実

○持続可能な公共交通サービスの確保や

利便性の向上 など

■地域間連携の促進

○県と市町の適切な役割分担に基づく協

働の推進や地域の連携の促進 など

■地域資源を生かした自立・分散型エネ

ルギー社会の構築

○再生可能エネルギーの導入や省エネル

ギーの促進

○温室効果ガス削減等による脱炭素社会

の構築促進 など

■気候変動影響への適応策の推進

○県気候変動適応センターを中核とした適

応策の推進 など

■資源循環の推進

○資源循環型地域社会の実現に向けた、

廃棄物等の発生抑制やリサイクルの推進

など

■人と自然が共生する地域づくり

○自然環境の保全と利活用の推進

○野生鳥獣の適正な管理の推進 など

■未来技術の積極的な活用に向けた環境

づくり

○ＡＩ、ＩｏＴ等の未来技術の活用に対する

理解促進

○地域の実情に応じた５Ｇ等の環境整備の

促進 など

■地域の課題解決に向けた未来技術の活

用への支援

○地域課題の解決に向けた産学官や民間

との連携等による、未来技術の実用化に

対する支援 など

■デジタル人材の確保・育成

○デジタルツールを使いこなせる人材の確

保・育成 など

■デジタル・ガバメントの推進

○行政手続のオンライン化等による県民

サービスの向上 など

６


